
 
■開催にあたって：現在、2050 年カーボンニュートラル、脱炭素社会の実現に向けた動きが加速しています。これまでも地球規模での気候変
動、温暖化などへの対応に関心が向けられ、世界中の企業でサステナビリティ：持続的成長に向け「地球環境を考慮した経営」が重視されてき
ましたが、日々進行する環境問題の解決に向け、今後はより積極的な取組みが求められます。本交流会議は、直面する環境マネジメントの問題・
課題を異業種企業の環境部門の皆様が、各業種・各社・各位の視点からの知見交流・ケース交換の討議を通じて課題発見・課題解決への気付き
と活力を共有していただくことを目的に開設され 13 期を迎えます。本交流会議の活動趣旨：「環境保全を通じた社会の持続的成長と経営への貢
献策の共同考察」にご賛同いただける熱意ある環境マネジメント部門各位のご参加をお待ちしております。  

 

■期    間： 2022 年 7 月～2023 年 3 月（全 9 回会合／13:00～17:00） 

■開    催： 「オンライン」（Zoom） 

＊現在の状況を鑑み、安全な開催が可能となるまで原則『オンライン開催』といたします。（今後、開催方法を変更させていただく場合もございます。） 
 

開催日 例会内容（講演テーマ） ※2022 年７月現在 

第 1 回 

2022 年 

7/29(金) 

≪講演とオリエンテーション、グループ討議（仮分科会）≫ 
 

『花王の脱炭素経営』 

  花王㈱ ＥＳＧ活動推進部部長 柴田 学 氏                      

 
 

第 2 回 

8/19(金) 

≪講演とグループ討議（分科会）≫ 
 

『三菱ケミカルのグリーントランスフォーメーション実現に向けた取組みについて』 

  三菱ケミカル㈱ グリーントランスフォーメーション推進本部長 馬渡 謙一郎 氏 

 
 

第 3 回 

9/16(金) 

≪講演とグループ討議（分科会）≫ 
 

『カーボンプライシングに関する国内外の動向とビジネスへの影響』 
公益財団法人 地球環境戦略研究機関（IGES） 

              気候変動とエネルギー領域副ディレクター 髙橋 健太郎 氏 
  

第 4 回 

10/14(金) 

≪講演とグループ討議（分科会）≫ 
 

『ＣＤＰ Ａリスト企業 〜リーダーシップレベルに求められるもの』 

   CDP Worldwide Japan シニア・マネジャー 松川 恵美 氏 

 
 

第 5 回 

11/18(金) 

≪講演とグループ討議（分科会）≫ 
 

『アサヒグループの環境への取組みについて』 
アサヒグループホールディングス㈱ 

       執行役員 Head of Sustainability, Executive Officer 近藤 佳代子 氏 
  

第 6 回 

12/16(金) 
 
第 7 回 

1/20(金) 
 
第 8 回 

2/17(金) 
 
第 9 回 

3/17(金) 
 

 
■例会の構成 

 
■第６回～第９回の講演テーマ、及び、１３期「分科会」テーマは、以下例示をもとに設定します。 

 
・自社のカーボンニュートラルの取組み             
・カーボンニュートラル実現に向けたロードマップ作成   
・TCFD 開示強化への対応                  
・カーボンプライシングへの対応              
・スコープ３の CO2 排出量削減への施策 

 

■参加費 ： 正会員：220,000 円（本体価格 200,000 円+税） ／一  般：242,000 円（本体価格 220,000 円+税） 

＊１社の参加費で２名様まで参加可能です。また、第１回例会（７月２９日）への体験参加も承ります。 

■お申込方法 : 下記ホームページ内の「第１３期参加申込フォーム」からお申込み下さい 
 環境マネジメント交流会議 | 一般社団法人企業研究会 (bri.or.jp)                

■事務局：（一社）企業研究会 上島 正弘 (Email:：kamijima@bri.or.jp  ／TEL：090-6797-1801  （コード№220121） 

第１３期「環境マネジメント交流会議」のご案内 
－環境保全を通じた「持続可能な社会の実現」と「経営への貢献策の探求」－ 

 

 

毎月の例会は、原則、前半が全体会（講演）、後半がテーマ別分科会（グループ討議）の構成となります。 
前半の全体会では、参加メンバーへの新しい気づきの提供と視野の拡大を目的に、環境マネジメント関連のタイムリーな話題や、 
最新企業ケースを紹介いただける講師をお招きします。 

 

・ＳＢＴ新基準（１.５℃基準）への対応 
・循環型社会、サーキュラーエコノミーの将来 
・自然資本に係る取組み（TNFD、水資源、IPBES 他） 
・環境経営推進組織・体制のあるべき姿、他 

https://www.bri.or.jp/kankyou/
mailto:onohara@bri.or.jp

